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学校の概要

学校教育目標

○「ゆめ」をもつ子

○「なかま」を大切にする子

○自ら「かがやく」子

全校児童 138人
職 員 17人



【図書館のスペース】①本館、書庫

②9類の図書とおすすめ図書のスペース

③絵本と情報発信のスペース（渡り廊下）

【蔵書数】約9,200冊

【貸出数】年間一人平均約100冊

【授業活用時間】301時間（令和２年度）

学校図書館の概要



1. 子どもたちが本を身近に感じ、読書に親しめるような学校図
書館にするための環境整備

2. 楽しみながら幅広く読書できるような場の設定等の工夫

3. 「学習センター」「情報センター」としての機能を支えとす
る、図書館を活用した授業の工夫

島根小の学校図書館教育推進の三つの柱



1. 環境整備・場の設定の工夫

2. 幅広い読書活動を進めるための工夫

3. 図書館を活用した授業の工夫

具体的な取組

☆読書に係る１と２について…



〇環境整備備・場の設定

①絵本コーナーの設置

②学期ごとのめあてカードの掲示

③オープンスペースを利用した9類の図書コーナーの設置

④必読書（きらりコース・りんごコース）の選定とコーナー
の設置

取組の内容（１）



現在の本館

書庫（以前の9類の部屋）



①絵本コーナーの設置
（渡り廊下 左側）

②めあてカードの掲示
（渡り廊下 右側）



③9類の図書コーナー ④必読書のコーナー



島根小の必読書「きらり・りんご」の紹介コーナー

• きらりコース 各学年7冊

国語の教科書に紹介されている本の中から選書

＊教科書が変わったため来年度から変更予定

• りんごコース 各学年１０冊

６年間を通して物語、科学読物、神話・民話、心・体・命、戦争・
平和、詩歌などに触れられるよう選書

④必読書を推奨するコーナー



きらりコースの例

１ねんせい 
 

 

 

 

 

 

 

 きらりコース 
 

 

 

 

 

 

 

 

おにいさんの手
て

には、シャベル。お

ねえさんの手
て

には、うえきばち。で

もいちばんちいさいティッチの手
て

に

は、たねが１一つだけ！  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たべもののない、ゆきのひ。1つのか

ぶが、うさぎからろばへ、ろばから

やぎへと、とどけられていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きつねのきっことりすたちは、でか

けたおおばあちゃんのかわりに、お

なべのばんです。なんどもあじみを

しているうちに、とうとうおなべは、

からっぽに！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うまれたばかりのこいぬをみたこと、

ありますか？  

目
め

もみえない、耳
みみ

もきこえないけれど、

おっぱいのすいかたをちゃんとしっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

たぬきのおばあさんが、まごにあいに

おみやげ 10 こもってでかけました。

ところがまごは 11 ぴき。さあ、たい

へん。うっかりして、まごのかずをま

ちがえた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いもうとがうまれて、ゆりかごもお

もちゃも、じぶんのものがつぎつぎ

といもうとものになっていき・・・。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

てっぽうがへたなりょうしのどん

べえさん。きょうもてっぽうのたま

はおおはずれ。でも、ひょんなこと

からいのしし、クリ、山
やま

イモ…と、

つぎつぎえものが手
て

にはいります。  

 



りんごコースのカードの例

島根小学校  １年生必読図書
  ねんせいひつどくとしょ

 

☆りんごコース 10冊☆ 
 

ＮＯ 本
ほん

の名前
な ま え

 かいた人
ひと

 

１ からだって いいな 山本
やまもと

 直
なお

英
ひで

 

２ どろんこ ハリー ジーン・ジオン 

３ おしいれの ぼうけん 古田
ふ る た

 足
たる

日
ひ

 

４ しずくの ぼうけん マリア・テルリコフスカ 

５ １１ぴきの ねこ 馬場
ば ば

 のぼる 

６ しょうぼうじどうしゃじぷた 渡辺
わたなべ

 茂男
し げ お

 

７ ふらいぱん じいさん 神沢
かんざわ

 利子
と し こ

 

８ むしたちの うんどうかい 得田
と く だ

 之
ゆき

久
ひさ

 

９ てぶくろ エウゲーニー・Ｍ 

10 ちいさな くれよん 篠塚
しのづか

 かをり 
 

 



〇幅広い読書活動を進めるための取組

①朝の時間を使った朝読書

②ボランティアによる読み語り

③中学校との読書交流

④６年生から１年生への読み聞かせ

⑤図書委員会による図書祭り

取組の内容（２）



• 週2日８：２０～８：３５ 朝読書の時間

• 図書館で借りてきた本か、学級に据え置きしてある必読書

• 時には、担任やサポートの先生

が読み聞かせ

①朝読書



②ボランティアによる読み語り ③中学生による読み聞かせ



⑤図書委員会による図書祭り④６年生から１年生への読み聞かせ



• 貸出数が増え、本に親しむ児童が増えた

• 借りていく本の9類の図書の割合が増え、読書の幅が広がった

• 読書を通して、異年齢との交流が深まった

成 果

児童生徒一人あたりの平均貸し出し冊数

年度 H.29 R.2

冊数 73.7 95.7


